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第１回豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定委員会会議録 

 

日  時 令和２年８月１７日 午後１時３０分から午後２時５０分まで 

場  所 豊川市医師会館中会議室 

出席委員 柳澤委員（会長）、白垣委員（副会長）、小澤委員、鳥山委員、平野委

員、辻村委員、伊藤委員、石川委員、豊田委員、前田委員、飛安委員※、

桑野委員、岩村委員※、飛田委員、宇井委員、小久保委員 ※途中退席

（１６名） 

【オブザーバー】 

愛知県保健医局健康医務部医療計画課 竹島担当課長、坂田課長補佐 

欠席委員 鈴木委員（１名） 

事 務 局 子ども健康部保健センター 

【委託業者】アイテック株式会社 

 

発言要旨等会議内容は、次のとおりです。 

 

１ 市長あいさつ 

市長マニュフェスト基本理念の二つ目である「子育て豊川応援団 日本一子育てしや

すいまち」の中で、総合保健センター及び併設施設として妊産婦ケアセンターをつくるこ

とが明記されている。マニュフェストの中でも一番重要で、先行している計画でもある。

専門知識も必要であるが、任期中に実施設計まで進めたいと考えている。 

今後も関係機関としっかりとタッグを組んで豊川市が安全安心で健康で過ごせるまち

となるよう努めていく。 

 

２ 委員等紹介 

事務局から各委員及びオブザーバーの紹介があった。 

 

３ 報告事項 

事務局から、本策定委員会について、現在の新型コロナウイルス感染拡大の状況を考慮

し、当面の間は傍聴を認めないことと報告があり承認された。 

 

４ 会長及び副会長の選任について 

委員より立候補・推薦等なく、事務局の案として、本件は豊川市の健康づくりの拠点に

ついて検討するものであり、公衆衛生に関し、豊富な経験と高い見識を持つ愛知県立大学

看護学部長の柳澤委員を提案することが示され、承認となった。 

副会長については、会長からの指名により、心身障害学に精通し、豊川市子ども・子育
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て会議会長を務めている岡崎女子大学の白垣委員が承認された。 

 

５ 豊川市総合保健センター（仮称）のあり方について 

事務局  今後のスケジュール及び総合保健センター（仮称）のあり方の検討について

説明。 

委 員  保健センターの現状の課題で、人口構造の変化に伴う利用者数の減少は、少

子化が理由ということか。 

事務局  「母子保健」が減少しているのは少子化が影響していると考えられる。「成

人保健・健康づくり」は若干増加しており、少子化の影響をあまり受けていな

い印象。 

委 員  今後少子高齢化が進むことから、高齢者の利用を含めて考えていく必要が

あるということを理解した。 

委 員  歯科医療センターでは、休日夜間の急病以外にも障害者の診療も行ってい

る。場所としては現状、休日夜間診療と同じ場所で行っており、そのような機

能が入っていることも承知しておいてほしい。 

事務局  歯科の障害を対象とするものか。 

委 員  全身障害の方が対象で、車いすや体の動きが制限されている等、一般の歯科

医院で受け入れが難しい方、一般の椅子には座りにくい方を対象にしている。 

事務局  特別な設備が必要か。 

委 員  専用のいす等、休日夜間と別のものが必要。豊橋でも同様の取り組みを行っ

ているため、参考にはなると思う。 

委 員  休日夜間急病診療所の他事例見取り図における感染対応エリアについて、

特徴的であり、注目したとの発言があったが、休日夜間急病診療所受診者は大

半が感染症の患者である。感染症対策については、全エリアを対象にした方が

良い。 

委 員  子どもの場合、発熱が大部分。現場では休日夜間急病患者の７～８割は発熱

者。新型コロナウイルス感染症の影響により、今後感染症対策に非常に厳しく

なることが予想され、感染対策をしっかり考える必要がある。 

議 長  何か具体的に感染症対策について提案はあるか。一般的な風邪と新型コロ

ナウイルス感染症のようなものは違うと思うが。 

委 員  コロナ禍においては、発熱者は建物の中に入れないことが基本。駐車場で待

っていただく等、基本的には患者さんが施設に立ち入らない動線とする方向

となっている。診察の順番が来た患者さんに呼び出しベル等で直接入ってい

ただく、診察室を複数用意する等、患者さん同士を接触させないような建物が

必要。特に豊川市は車で移動する方が多いので、感染症患者用の駐車場を少し

広めに取り、待機場所を確保することも必要。 
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委 員  換気は周知されているが、診察室が個室になっていることが多い印象。そこ

で医療従事者の感染が起こる可能性があるので、その部分で方法がないかと

考える。 

議 長  場合によっては構造や駐車場まで含めた人の流れを考えなければならない

ということである。 

委 員  ３センター（健康福祉センター、音羽福祉保健センター、御津福祉保健セン

ター）の利用が少ないとのことで、廃止を含めた見直しが必要との話があった。

中心地に立派な施設を作るというのは前向きで素晴らしい話ではあるが、高

齢者は施設が遠くなると利用しづらい。高齢者の地域活動の場として、近くに

あればこその魅力もある。そのような側面からの検討もお願いしたい。 

事務局  現施設ごとの利用状況は、健康福祉センターであれば、健康センターとして

の利用は少ない一方、福祉センターの利用は多い。御津福祉保健センターも、

保健センターの利用は少ないが、高齢者生きがいセンターの利用は多いこと

から、健康づくりや高齢者の方々に向けた利用は今でも多いと考えている。今

後の活用については、最新の利用状況を含めて検討する必要がある。 

議 長  比較的、高齢者の方の利用が多いということか。 

事務局  そういったことが言えると考えている。 

議 長  委員の方から高齢者の方はできるだけ近くの方が安心できるといった話が

あったが、子育てという面から３センターの利用についてはいかがお考えか。 

委 員  子育て世代は車の利用がとても多い。中学校区に一つ程度親子の遊び場の

ようなもの（ベビーカーでも行ける場所）もあるが、実際にはすぐ近くでも車

を利用するケースが多い。気温・気候による要因が大きいので、移動距離はあ

まり気にしていない様子。ただし、地域に根差した場は子育てには大事な場所。

世代間交流等ができると良いと考える。 

議 長  ３センターについては、ハード面の老朽化もあり、存続できるかどうかとい

う話があるが、何らかの形でそれに代替するような機能が残っていくような

可能性については検討していく必要がある。総合保健センターそのものの話

ではないが、すべて集約して良いかどうかは市民の意見を聴きながら検討す

る必要がある。 

委 員  児童発達支援の関連から検討していただきたいこととして、今、幼児教育・

保育、学校教育の現場において、発達障害が疑われるようなお子さんがすごく

増えてきている。発達障害者支援法等によると、脳機能の障害と定義付けられ

ているが、実際には遺伝も家庭環境も要因であることが、最近小児神経学会で

言われ始めている。特に愛着障害、第四の発達障害ということが言われている。

そういった点でいうと、学校現場、幼稚園、保育園で気になるお子さんがいて

も、家庭が動かなければ医療機関や専門機関にかからずに、そのまま見過ごさ
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れるケースが非常に多い。せっかく多職種の先生方、特に医師会の先生方も関

わってくださるということでもあるので、ソフト面の連携の仕方、特に医教連

携ということも最近叫ばれているので、学校からセンターに相談した場合に、

ワンストップの相談機能などを検討する。家庭にどの程度介入できるかはわ

からないが、その辺りは皆さんの知恵も拝借しながら一緒に進めていきたい。 

また、入管法の改正により、今後外国人児童の増加が予想されている。実際

特別支援教育の枠組みの中でも外国人児童ということが謳われるようになっ

た。豊川市は 1990年の入管法改正以来、ブラジル人、ペルー人が非常に多い

地域であり、学校現場で不適応を起こしている、高校には進学したが中退、場

合によっては犯罪につながるという報告もある。一つの機能として外国人児

童への対応、通訳や専門家の配置ということも含めて検討してほしい。 

委 員  高齢者や子どもの考え方はそのとおりだと思う。ただ、費用対効果といった

ことも含めて検討する必要があると考えている。ここの施設でやらなければ

ならないのか、サービスは担保した上で、別の場所に機能を持たせるか等、施

設の有効活用・ファシリティの考え方も含めて、総合保健センターの建設と一

緒に検討できればと思っている。 

また、今回のあり方の資料にはないが、保健所との連携の仕方についても、

総合保健センターを建設する上で一緒に検討したい。どのように連携を行う

かは未定であり、今回の説明に含んでいないが、機能面でのリンクや他施設の

併設・隣接事例を含め、今後は豊川市、愛知県との協議を踏まえながら次回以

降については資料に載せ、皆さんと検討したい。 

委 員  子育ての現場にいるため、母親からの声を聞くことが多いが、妊娠中、出産、

産後に、自分や子どもの体調不良時、それぞれ個別に多くの場所に行かなけれ

ばならない。現在は実家に頼れない方が増えており、ちょっとしたサポートが

受けられなくて困っている方がとても多い。豊川市内にも一時預かり等はあ

るが、事前予約が必要である。飛び込みで、子どもの診察の間等、兄弟・姉妹

の面倒を見てもらえる等のサポートがあればありがたい。 

議 長  今出ている意見に対する追加の意見でも構わないが、何かあるか。薬剤師会

はないか。 

委 員  今のところなし。 

議 長  先ほど県との連携との話があったが、今の構想を聞く中で、県の立場から今

の時点で考えるもの等あるか。 

オブザ  今の段階では構想が決まっているわけではなく、今日の豊川市の説明と皆

ーバー さんの意見を聞きながら検討していきたいと思っている。 

委 員  委員から意見があったが、実家に頼れないという状況がある中、保健センタ

ーが場所のみ提供してくれれば、多少の費用でボランティア的に子どもを見
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るというような試みも選択肢と考える。必要な時に３０分、１時間でも保健セ

ンターで子どもを見てもらえるということであれば、出産も気が楽になるし、

子育てもしやすくなると思う。そのようなことも検討してほしい。 

委 員  市長があいさつしたとおり、妊産婦ケアセンター（名称は変更する可能性あ

り）はマニュフェストの一つであり、日本一子育てしやすいまちという意味合

いも込めて、子育て世代、妊産婦、産前産後のケアは総合保健センターにおい

ては重要な役割だと考えている。産後ケアは豊川市の現在の事業でも利用者

が増えており、総合保健センターの建設前（令和４年度～）に相談体制を考え

ていきたいと保健センターでは考えている。総合保健センター建設の際には

ハード面でも充実させていきたい。 

議 長  本日は、様々な意見が出ている。休日夜間急病診療所に関し、どのような体

制で患者を受け入れるのか、どこまでの検査機能を持たせ、病院や診療所との

役割分担をどうするか、地域医療への貢献の仕方等について検討が必要。 

子育てしやすいまちという大きなコンセプトの一つにも様々な意見が出て

おり、実家を頼らずに子育てをしている母親の一時的な困りごとへの対応、発

達障害児、外国人児童等のキーワードが出ていた。また、ワンストップという、

ここに来れば相談ができ、対応が難しいことは次の場所に繋いでもらえると

いう体制が必要との意見もあった。 

市民全体に対して総合保健センターが持つ機能と、一部の非常にニーズの

高い、いわばハイリスクの方々に持つ機能がある様子であり、どこまで保健セ

ンターが引き受け、どこを他の場所（病院等）へ繋いでいくのかという検討も

必要であることが見えてきた。 

その他、ここまで子育てについては意見が出たが、妊婦自身への発言はあま

りないが、意見はあるか。今の特定ニーズ（ハイリスクの方）をフォローする

ようなシステムがあるが、かなりのところをカバーできていると思って良い

か。主に生まれた後、母親、子どもの子育てをどうしていくかが発言の中心だ

ったように感じる。 

委 員  （特段の意見無し） 

議 長  子育てに焦点が当たるとはいえ、高齢化の観点から高齢者も大事との発言

もあったが、子育てを核としながらも、成人の健康増進や健診等生活習慣予防、

高齢者が高齢になっても介護保険に頼らずに生き生きとできるだけ長く健康

にといった健康増進についても、並行しての検討、関連付けての検討が必要か

もしれない。 

今回初めてこういった構想をご覧になったため、持ち帰って検討したい部

分もあると思う。子育ての面、高齢者の面等、仲間内で話をしたいとの意向も

あるかと思うが、どこかの時点で意見を取りまとめて保健センター等に連絡
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する形が良いのか、次回の委員会に持ち寄る形が良いのか。 

事務局  次回の１０月の委員会前に関係者にヒアリングを行う場があるため、その

ような場で意見をいただければと考えている。 

議 長  ヒアリングがあることを念頭に、少し内部で検討していただく部分は進め、

ご意見をいただく形で良いか。 

事務局  問題ない。 

議 長  最終案ができ上がり、具体化されて初めて意見が出始めることがあるので、

それぞれに考え、一番良い形で総合保健センターができていくよう忌憚のな

い意見を伝えてほしい。 

 

６ その他 

委 員  このような会議・計画にでることが初めてであり、質問がある。ＮＰＯ法人

で代表をしているため、理事会やボランティアのスタッフと話す機会がある

ことから、どこまで話をして良いかが分からない。いずれ市民アンケート等で

オープンになっていくと思うが、市民に声を聞くことは可能か。 

事務局  本日の会議について、名簿、会議録については内容を精査した上で、掲載で

きるものは豊川市のホームページ等で市民の皆様に周知を図っていきたいと

思っている。今日の資料に基づいて検討を重ねていただけると大変ありがた

い。 

議 長  ホームページに掲載されるものについては仲間内でシェアすることは構わ

ないということでよいか。 

事務局  問題ない。 

 

７ その他 

事務局  次回の豊川市総合保健センター（仮称）基本計画等策定委員会の開催を１０

月に予定しており、詳細は改めて連絡する旨の連絡あり。 

以上 


